
 

淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク連携団体：環境省近畿地方環境事務所，国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所，大阪府環境農林水産部みどり推進課，大阪府立環境農林水産総合

研究所，(一社）水生生物保全協会，大阪工業大学城北水辺クラブ，大阪産業大学エコ推進プロジェクト，大阪産業大学水生生物研究室，大阪商業大学経済学部原田ゼミナール，大阪府立大学キ

ャンパスビオトープ研究会，大阪府立大学里環境の会 OPU，京都水族館，水生生物センター・サポートスタッフ，摂南大学エコシビル部，ＮＰＯ法人 nature works，ＮＰＯ法人エコネット近畿，

パナソニックエコリレージャパン，人を自然に近づける川いい会，琵琶湖を戻す会，淀川管内河川レンジャー，淀川水系イタセンパラ研究会，淀川を守ろう会 

 

第６回淡水魚保全シンポジウム淀川大会 

～地域でまもり，みんなで育む淡水魚～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム：10:30-12:00 １．ポスター発表１   

司会 上原一彦（大阪府立環境農林水産総合研究所）   

         13:00-15:00  ２．開会主旨説明…………………………………………………………………大阪府立富田林高等学校 小川力也 

                  挨拶……………………………………………………………………………………大阪工業大学学長 井上正崇 

                       基調講演 淡水魚研究と保全…………………………………………………大阪教育大学名誉教授 長田芳和 

話題提供 シーボルト，淀川を行く…………………………………………………近畿大学農学部 細谷和海 

話題提供 市民活動による淡水魚保護………………………………………手賀沼水生生物研究会 半沢裕子 

話題提供 淀川イタセンパラの再導入とこれから……………………………大阪工業大学工学部 綾 史郎 

         15:15-16:20 ３．パネルディスカッション－淡水魚保護文化へ向けて－………コーディネーター 岐阜経済大学 森 誠一 

                   パネラー 小俣 篤（近畿地方整備局），河合典彦（大阪市立城陽中学校），高田昌彦（琵琶湖を戻す会） 

                  挨拶………………………………………………………………………………東京水産大学名誉教授 多紀保彦 

         16:50-17:30 ４．淀川城北ワンド群視察 

         17:40-18:10 ５．ポスター発表２ 

         18:10-20:00 ６．懇親会 

主 催：淀川水系イタセンパラ保全市民ネットワーク，淡水魚保全研究会 

協 力：公益財団法人 河川財団，公益社団法人 大阪自然環境保全協会，学校法人 常翔学園大阪工業大学，大阪生物多様性保全ネットワーク，  

    淀川イタセンパラ検討会（一部申請中） 

後 援：京都府，大阪市環境局，大阪市旭区役所，守口市，大阪府教育委員会，大阪市教育委員会、守口市教育委員会，生き物文化誌学会,  

応用生態工学会，日本魚類学会，ヒトと動物の関係学会（一部申請中） 

参加費：500 円（講演要旨集代を含む），（懇親会費：3500 円は別途徴収） 

参加申込法：当日参加はできませんので，必ず往復はがきでお申し込みください．定員 300 名 

参加・ポスター発表申込締切り：2013 年 8 月 15 日必着（参加申込と同じ往復はがきで申し込み下さい） 

ポスター発表要旨締切：2013 年 8 月 24 日 

申込先：大阪府立環境農林水産総合研究所水生生物センター内 淡水魚保全シンポジウム事務局 
（〒572-0088 寝屋川市木屋元町 10-4），TEL. 072-833-2770 

問合せ：大阪工業大学都市デザイン工学科水圏環境研究室内 淡水魚保全シンポジウム事務局          

（〒535-8585 大阪市旭区大宮 5-16-1），TEL. 06-6954-4184，E-mail:6tansui@gmail.com 

交 通：①JR 大阪駅前より地下鉄谷町線東梅田駅乗車千林大宮下車徒歩 15 分， 

②JR 大阪駅前より市バス 2番乗り場より守口車庫行中宮下車徒歩 5分(所要時間約 30 分)  

詳細はイタセンネット HP(http://www.itasenpara.net/)，ブログ(http://itasennet.exblog.jp)をご覧下さい． 
 

会場：OIT ホールおよび研修棟(常翔学園大阪工業大学） （大阪市旭区大宮 5-16-1) 

日時：2013 年 9 月 25 日（水） （10:00 受付開始）10：30 - 20：00 

わが国に生息する汽水・淡水魚類の 4割以上の種に絶滅のおそれがあるといわれます．それには生息環境の変化や外来種から受ける影響など

さまざまな要因があることはよく知られる通りです．かつて豊かな淡水魚類相を誇った淀川水系においても関係者･機関の努力にも関わらず，

国の天然記念物イタセンパラ，アユモドキをはじめ，多種の淡水魚類の危機的状況が続いており，その回復は容易ではありません．一方，淀川

水系では一度姿を消したイタセンパラについて，一昨年の秋，二度目の再導入が行われ，昨春に仔稚魚が，夏には順調に成長を続けた成魚が確

認されたという明るい話題もあります．淡水魚保護の長い歴史を持つ淀川河畔城北に，国や自治体等の関係行政機関･部局，魚類学・生態学・

河川工学等の研究者，および一般市民が集い，タナゴ類をはじめとする淡水魚の保全を目標に，各々の果たすべき役割ならびに協働について考

えます． 
 

本シンポジウムは公益信託タカラハーモニストファンドの助成を受けています． 


